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岩渕支部長 
藤川幹事長 

                         

                                 

   

平
成
27
年
１
月
17
日
正
午
よ
り
京

王
ク
ラ
ブ
（
多
摩
市
関
戸
二
丁
目
）
３
階

会
議
室
に
お
い
て
会
員
22
名
参
加
の
も

と
、
多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会
が
開
催
さ

れ
た
。 

 

司
会
進
行
は
藤
川
幹
事
長
が
務
め
、

開
会
に
当
た
り
岩

渕
支
部
長
よ
り

「
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

御
岳
山
の
噴
火
を
は
じ
め
と
し
災
難
が
続

い
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
が
校

友
会
に
と
っ
て
も
、

皆
様
に
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。
こ
の
後
藤
川
幹
事
長
か

ら
、
本
日
初
参
加
者
（
茂
木
有
司
氏
・
Ｓ

43
商
）
の
紹
介
が
あ
っ
た
。 

菊
池
副
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
が
行

わ
れ
新
年
会
の
宴
と
な
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や

ビ
ン
ゴ
等
で
盛
り
上
が
っ
た
。
中
締
め
を

安
波
副
支
部
長
、
中
山
副
支
部
長
の
音
頭

で
万
歳
三
唱
、
最
後
は
校
歌
斉
唱
で
新
年

会
は
終
宴
し
た
。 

 

  

（
明
治
大
学
広
報
よ
り
抜
粋
） 

平
成
26
年
９
月
７
日
新
潟
市
の
朱
鷺

メ
ッ
セ
・
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
50
回
目
の
節

目
を
迎
え
た
全
国
校
友
会
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
各
地
や
世
界
か
ら
約
千
２
百
名
の
校
友

が
参
集
。互
い
の
旧
交
を
温
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
た
。 

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
き
な
せ
や
！
う

ま
さ
ぎ
っ
し
り『
越
後
一
会
』柳
都
・
新
潟
」。

祈
念
式
典
で
は
、
冒
頭
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
レ

ス
リ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
宗
村
宗
二
氏
が

大
会
旗
を
持
っ
て
入
場
、会
場
を
沸
か
せ
た
。 

国
歌
及
び
校
歌
の
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙

と
う
に
続
き
、
校
友
会
新
潟
県
支
部
の
小
川

副
支
部
長
が
声
高
ら
か
に
開
会
を
宣
言
。
歓

迎
の
挨
拶
に
立
っ
た
田
代
実
行
委
員
長
は
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ち
な
み
「
一
期
一
会
の
お

茶
の
精
神
で
皆
様
を
お
も
て
な
し
し
た
い
」

と
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。 

続
い
て
向
殿
政
男
大
会
会
長
挨
拶
、
日
高

憲
三
理
事
長
、
福
宮
賢
一
学
長
か
ら
祝
辞
が

あ
っ
た
。
来
賓
の
泉
田
裕
彦
県
知
事
の
祝
辞

の
後
、
全
国
校
友
会
支
部
長
を
代
表
し
て
滋

賀
県
支
部
の
岩
田
守
弘
支
部
長
が
、
本
年
９

月
６
日
に
同
県
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
る
第
51
回
全
国
校
友
滋
賀
大
会

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。 

大
竹
和
夫
副
支
部
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
行

い
、
祈
念
式
典
は
閉
幕
し
た
。 
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今
後
の
事
業
計
画 

 

一
、
カ
ラ
オ
ケ｢

紫
紺
の
会｣ 

毎
月
、
楽
し
く
開
催
♪ 

 
寺
島 
忠
昭(

Ｓ
41
経
営) 

の
ど
自
慢
の
方
も
苦
手
な
方
も
、
お

茶
、
ビ
ー
ル
で
喉
を
湿
ら
せ
て
「
カ
ラ

オ
ケ
」
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
、
親

睦
・
交
流
の
場
で
す
。
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

・
日
時
：
原
則 

毎
月
最
終
週
土
曜
日 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(

次
回
は
３
月
７
日) 

 
 

午
後
３
時
30
分
～
６
時
15
分 

・
場
所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

・
会
費
：
500
円 

・
参
加
申
込
：
寺
島 

忠
昭
ま
で 

(

携
帯) 090-1530-1988 

(

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス ) 

tama-hills-ponpoko@pg7.so-net

.ne.jp 

な
お
、
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、

日
時
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
メ
ー

ル
等
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 
 二

、
登
戸
資
料
館
見
学
会 

 

名 

称
：「
明
治
大
学
平
和
教
育 

 
 
 
 
 

登
戸
研
究
所
資
料
館
」
見
学 

 

日
時
：
平
成
27
年
２
月
20
日(

金
） 

 

集
合
：
小
田
急
線
生
田
駅
南
口
改
札
前 

午
後
１
時 

三
、
第
６
回
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

   

日
時:

平
成
27
年
３
月
28
日
（
土
） 

 
 

場
所:

昭
和
記
念
公
園 

多
摩
支
部
よ
り
実
施
要
領
連
絡
次 

第
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。 

 

二 

三
の
参
加
申
込
：
矢
場 

岩
男
ま
で 

(

携
帯) 090-8495-7331 

(

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス)  

i-yaba@mx3.ttcn.ne.jp 

     

一
、
多
摩
支
部
総
会
に
出
席
し
て 

 
 
 
 

今
村 

隆
正(

Ｓ
59
文
） 

多
摩
市
地
域
支
部
が
所
属
す
る
多
摩

支
部
の
第
12
回
定
時
総
会
が
、
６
月
27

日
に
行
わ
れ
た
。
支
部
総
会
へ
の
参
加
は

昨
年
度
に
続
き
２
回
目
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
、
つ
ま
ら
ぬ
お
世
辞
を
並
べ
て
も
何

の
発
展
に
も
寄
与
し
な
い
と
思
う
の
で
、

良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た
点
を
は
っ
き
り

と
箇
条
書
き
に
し
て
残
し
た
い
と
思
う
。 

 

<

良
か
っ
た
点> 

・
明
治
は
一
つ
、
と
い
う
仲
間
意
識
が
強

く
、参
加
す
る
だ
け
で
元
気
が
も
ら
え
る
。 

・
廊
下
で
会
う
人
、
ト
イ
レ
で
会
う
人
、

初
対
面
の
人
ば
か
り
で
も
、
明
大
Ｏ
Ｂ
と

し
て
会
話
が
弾
む
。 

・
先
輩
が
皆
、
親
切
で
優
し
い
。
良
き
先

輩
に
、
同
窓
生
と
し
て
の
誇
り
を
実
感
す

る
。 <

悪
か
っ
た
点> 

・
参
加
者
の
年
齢
層
が
高
す
ぎ
る
。
も
っ

と
若
い
層
を
沢
山
呼
び
込
む
必
要
が
あ
る
。 

・
そ
も
そ
も
、
支
部
活
動
を
知
ら
な
い
Ｏ

Ｂ
が
多
い
た
め
、
今
後
の
広
報
活
動
は
必

須
で
あ
る
。 

・
今
回
の
出
演
は
、
騒
が
し
い
ば
か
り
で

最
悪
で
あ
っ
た
（
前
年
は
、
応
援
団
で
と

て
も
良
か
っ
た
）。 

 

良
い
点
も

悪
い
点
も
、

挙
げ
る
と
切

が
な
い
の
で
、

今
回
は
こ
の

辺
に
し
て
お

こ
う
と
思
う
。 

何
は
と
も

あ
れ
、
い
つ

に
な
っ
て
も

肩
を
組
ん
で

校
歌
を
歌
え

る
の
は
最
高

で
あ
る
。 

 

 

明
治
大
学
に
栄
光
あ
れ
。 

二
、
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
工
場 

見
学
会 

 
 

 
 
 
 
 

鶴
田 

勇
雄(

Ｓ
37
法
） 

平
成
26
年
７
月
18
日
（
金
）
校
友
Ｏ

Ｂ
12
名
で
府
中
市
矢
崎
町
に
あ
る
サ
ン

ト
リ
ー
武
蔵
野
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。 

朝
10
時
分
倍
河
原
駅
前
に
集
合
し
、

お
迎
え
の
車
で
工
場
へ
。
案
内
嬢
に
よ
る

工
場
紹
介
と
ビ
ー
ル
の
製
麦
か
ら
缶
詰

ま
で
の
生
産
工
程
に
沿
い
約
30
分
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
感
心
し
た

の
は
、
地
下
の
天
然
水
を
大
切
に
使
い
き

れ
い
に
し

て
戻
す
等
、

衛
生
、
環

境
と
調
和

し
た
工
場

つ
く
り
で

し
た
。
工

場
見
学
後
、

お
つ
ま
み

付
出
来
立

て
特
別
ビ

ー
ル
の
試

飲
。 思

わ
ず
み
な
さ
ん
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
お
話

が
弾
み
ま
し
た
。
30
分
後
記
念
写
真
を

撮
り
工
場
を
後
に
し
ま
し
た
。
二
次
会
を

聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
前
の
「
う
ら
ら
」
で
牡
蠣

の
コ
ー
ス
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
ん

だ
後
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

上
期
活
動
報
告 
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 三
、
明
早
戦
ラ
グ
ビ
ー
観
戦 

 
 
 
 
 

秋
山 

隆
敬(

Ｓ
43
法) 

国
立
競
技
場
の
改
修
に
よ
り
、
関
東
大

学
ラ
グ
ビ
ー
対
抗
戦
の
伝
統
の
一
戦
、

90
回
目
の
「
明
早
戦
」
が
、
さ
る
12
月

７
日
、
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
と
試
合
会

場
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

我
が
校
友
会
多
摩
市
地
域
支
部
か
ら

も
昨
年
の
参
加
者
よ
り
多
い
、
18
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

天
候
も
よ
く
、
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
た
２

万
人
以
上
の
観
客
の
中
で
、
久
し
ぶ
り
に

学
生
時
代
の
昔
に
戻
り
母
校
の
応
援
に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

試
合
は
、
幸
先
良
く
梶
村
祐
介
選
手
の

ト
ラ
イ
で
先
制
し
た
が
、
明
治
の
十
八
番

で
あ
る
は
ず
の
Ｆ
Ｗ
戦
で
優
位
に
立
て
ず
、

お
ま
け
に
日
本
代
表
Ｆ
Ｂ
藤
田
選
手
を
擁

す
る
早
稲
田
の
Ｂ
Ｋ
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
後
半
１
ト
ラ
イ
１
ゴ
ー
ル
差
ま
で

追
い
上
げ
た
が
終
了
間
際
に
ダ
メ
押
し
の

２
ト
ラ
イ
を
決
め
ら
れ
、
24
対
37
で
ノ

ー
サ
イ
ド
。
終
了
後
は
渋
谷
の
居
酒
屋
で

残
念
会
。
ラ
グ
ビ
ー
を
肴
に
会
員
の
懇
親

を
図
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

   

一
、
私
の
地
域
活
動 
 
 
 
 

 

寺
島 

忠
昭(

Ｓ
４１
経
営
） 

昨
年
４
～
９
月
ま
で
永
山
公
民
館

に
て
６
回
シ
リ
ー
ズ
・「
写
真
で
つ
づ
る

自
分
史
講
座
」
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。 

健
や
か
な
老
後
の
為
に
自
分
の
半
生

を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を

考
え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
昔
の
写
真
を

パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
で
ス
キ
ャ
ン
。

褪
色
補
正
・
修
整
さ
れ
た
写
真
が
昔
の
記

憶
を
鮮
明
に
思
い
出
さ
せ
る
。
写
真
の
情

報
量
は
膨
大
。
ワ
ー
ド
で
年
代
順
に
写
真

を
10
～
20
枚
貼
り
付
け
、
当
時
の
思
い

出
・
想
い
・
人
生
観
等
を
15
行
～
20
行

記
す
、
こ
れ
で
完
成
。 

校
友
会
か
ら
は
鈴
木
達
夫
さ
ん
、
菊
池

武
信
さ
ん
、
矢
場
岩
男
さ
ん
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
受
講
生
25
名
。 

 

次
回
は
、
今
年
５
～
９
月
に
か
け
て

多
摩
市
総

合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で

開
催
予
定
。 

 

ま
た
、

昨

年

11

～

12

月

に
か
け
て

５

回

シ

リ
ー
ズ
・

「
古
典
芸

能
で
知
る

江
戸
時
代

の
文
化
」

を
企
画
・

運
営
し
ま
し
た
。 

「
公
民
館
・
市
民
企
画
講
座
」
に
、
企
画

部
会
の
伊
東
勝
義
さ
ん
と
一
緒
に
企

画
・
応
募
。
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
経
て
開
催
。

受
講
生
28
名
。
講
師
は
、
森
章
二
氏
（
新

国
劇
俳
優
・
江
戸
文
化
研
究
家
）
の
ご
紹

介
で
神
田
紫
氏
（
講
談
師
・
日
本
講
談
協

会
々
長
）、
滝
川
鯉
橋
氏
（
落
語
家
）
の

お
三
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

森
章
二
さ
ん
と
の
ご
縁
は
、昨
年
２
月

～
３
月
に
永
山
公
民
館
・「
芝
居
で
知
る

江
戸
の
文
化
・
風
俗
」
５
回
シ
リ
ー
ズ
。 

戦
後
、
す
っ
か
り
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ

た
日
本
。
し
か
し
、
265
年
続
い
た
江
戸

時
代
風
俗
・
気
風
は
わ
ず
か
な
が
ら
残
っ

て
い
る
。
こ
の
良
き
日
本
精
神
文
化
・
伝

統
を
次
世
代
に
伝
え
残
し
て
い
く
責
務
が

あ
る
と
思
う
。森
先
生
に
よ
れ
ば
、明
治
・

大
正
時
代
、
戦
前
ま
で
は
江
戸
文
化
が
残

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
企
画
は
、
来

年
も
引
き
続
き
開
催
予
定
。 

 

二
、
趣
味 

水
彩
画
を
描
く 

シ
リ
ー
ズ
① 

中
山
雅
雄(

Ｓ
37
法)  

 

趣
味
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
八
王
子

教
室
「
楽
し
く
描
く
水
彩
画
」
教
室
に
入

り
８
年
続
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ク
ロ
ッ
キ
ー
、
静
物
、
風
景
そ
れ
に
戸

外
ス
ケ
ッ
チ
と
月
２
回
の
頻
度
で
作
品

を
描
い
て
お
り
、
年
間
５
回
の
展
示
会

に
出
品
し
水
彩
画
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

 
 
 

             

会
員
活
動
便
り 

＜Ｔ嬢＞ 

ジーパンのよく似合う女性でした 
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三
、
紀
行 

～
ア
ブ
ダ
ビ
へ
の
旅
～ 

 
 
 
 
 

髙
山 

千
佳
歳(

Ｓ
59
政
経) 

 

１
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
仕
事
の

関
係
で
中
東
の
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
に
４
回

ほ
ど
続
け
て
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ブ
ダ
ビ
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ラ
ビ
ア

湾
岸
に
位
置
し
、
７
つ
の
首
長
国
で
構
成

さ
れ
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
１
つ
で
す
。

他
の
首
長
国
で
は
、
近
年
注
目
が
高
ま
る

ド
バ
イ
首
長
国
が
有
名
で
す
が
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
内
で
は
、政
治
の
ア
ブ
ダ
ビ
、

経
済
の
ド
バ
イ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア

ブ
ダ
ビ
の
面
積
は
約
６
万
７
千
㎢
（
九
州

の
約
２
倍
）、
人
口
は
約
150
万
人
。
東
京

か
ら
８
千
キ
ロ
、
直
行
便
で
13
時
間
の

旅
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア
ブ
ダ
ビ
市
内
は
、近
代
化
が
著
し
く
、

伝
統
的
な
ア
ラ
ブ
式
の
住
居
が
残
る
一
方

で
近
代
的
な
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
ま
た

多
く
の
最
新
の
欧
米
車
が
走
る
街
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

訪
れ
た
目
的
は
、
ア
ブ
ダ
ビ
は
宗
教
上

の
理
由
か
ら
女
性
が
あ
ま
り
社
会
に
進
出

せ
ず
、
家
の
中
で
革
製
品
、
編
み
物
な
ど

を
細
々
と
作
り
、
親
族
間
で
使
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ア
ブ
ダ
ビ
政
府

は
将
来
の
石
油
枯
渇
に
備
え
、
今
の
う
ち

か
ら
そ
の
よ
う
な
埋
も
れ
た
技
能
を
事
業

化
し
、
国
外
に
も
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に

育
て
た
い
と
の
意
向
が
あ
り
、
そ
れ
に
協

力
し
た
も
の
で
す
。 

 
今
回
は
特
に
革
製
品
の
事
業
化
の
た

め
、
日
本
の
専
門
家
と
と
も
に
現
地
を
訪

れ
、
20
名
ほ
ど
の
現
地
の
女
性
に
対
し

て
、
革
製
品
作
製
の
ノ
ウ
ハ
ウ
修
得
、
技

能
の
高
度
化
を
目
指
し
、
革
製
品
の
デ
ザ

イ
ン
、
裁
断
方
法
、
ボ
タ
ン
や
飾
り
の
つ

け
方
、
縫
製
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
最
新

の
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

最
初
は
、
遠
く
日
本
か
ら
来
た
我
々
を

少
し
怖
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
が
、

研
修
の
最
終
日
に
は
楽
し
く
打
ち
解
け
、

最
後
に
は
全
員
か
ら
我
々
へ
の
手
作
り
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
い
た
だ
き
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
私
が
勤
務
す
る
会
社
が
２
年
前

か
ら
始
め
た
ア
ブ
ダ
ビ
支
援
の
一
環
で
す

が
、
編
み
物
に
つ
い
て
は
す
で
に
製
品
化

さ
れ
、
エ
テ
ィ
ハ
ド
航
空
の
機
内
販
売
で

iPad

の
ケ
ー
ス
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。 

 

中
東
、
ア
ラ
ブ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
聞
く

と
、
少
し
遠
い
存
在
に
思
え
ま
す
が
、
そ

こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
は
日
本
と
変
わ
ら
ず
、

礼
儀
正
し
く
、
義
理
堅
く
、
ま
た
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
方
々
で
し
た
。
忘
れ

ら
れ
な
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。 

 

     

残
念
な
が
ら
次
の
５
氏
が
体
調
不
良
や
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
退
会
さ
れ
ま
し
た
。 

小
川
五
郎（
Ｓ
40
経
営
）勝
田
元
紀（
Ｓ
38
農
） 

山
本
敦
子(

Ｓ
55
文
）松
浦
卓
仁（
Ｈ
09
経
営
） 

川
原
崎
由
夫
（
Ｓ
29
商
） 

 
 
 
 
  

な
お
新
規
加
入
者
が
１
名
あ
り
ま
し
た
。   

会
員
数
93
名
（
平
成
26
年
12
月
現
在
） 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

  
 

会
費
納
入
の
お
願
い 

未
納
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お

支
払
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
   

編
集
後
記 

・
新
会
員
の
ご
紹
介
を
是
非
是
非
！ 

・
紫
紺
発
行
の｢
生
殺
与
奪
の
権｣

は
全
会

員
に
あ
り
。
乞
う
！ 
多
数
の
投
稿
（
や
） 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

①融雪前の尾瀬ヶ原 

撮影者  鶴 田 勇 雄 （S37法） 
 

②ミサゴ（ボラゲット） 

撮影者  矢 場 岩 男（S43商） 

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉 

④ 


